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１
月
６
日
、
川
口

市
「
新
春
交
礼
会
」

が
リ
リ
ア
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
で
、
コ
ロ
ナ

対
策
を
し
て
２
年
振

り
に
開
催
さ
れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

は
、
新
年
祝
い
事
、

川
口
市
三
曲
連
盟
の

「
琴
」、
赤
井
の
初
午

太
鼓
、木
遣
、ピ
ア
ノ・

マ
リ
ン
バ
に
よ
り「
川

口
の
未
来
」
の
演
奏

が
会
場
を
飾
っ
た
。　

式
典
で
、
奥
ノ
木

信
夫
市
長(

写
真
上
）

は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
使
っ
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
全
国
モ
デ
ル
と

な
っ
た
『
川
口
モ
デ

ル
』
の
実
績
、
ワ
ク

チ
ン
３
回
目
接
種
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
、

「
本
当
に
住
み
や
す
い

街
連
続
大
賞
」
に
選

ば
れ
た
喜
び
、
防
災

対
策
、
市
街
地
再
開

発
事
業
、
川
口
市
立

高
校
完
成
、
そ
の
他

の
多
く
の
取
組
を
語

ら
れ
た
。

次
い
で
、
関
裕
通

市
議
会
議
長
、
川
口

商
工
会
議
所
伊
藤
光

男
会
頭
、
新
藤
義
孝

衆
議
院
議
員
が
挨
拶

　
元
総
務
大
臣
衆
議
院

議
員
の
新
藤
義
孝
さ
ん

は
、
１
月
２
日
川
口
駅

東
口
デ
ッ
キ
で
、
新
春

遊
説
を
行
っ
た
。

　
「
ま
ず
取
り
組
む
べ
き

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
、
経
口
治
療
薬

の
早
期
普
及
、
新
た
な

変
異
株
に
備
え
た
医
療

体
制
整
備
な
ど
、
自
民

党
の
コ
ロ
ナ
対
策
本
部

長
代
理
と
し
て
、ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
同
時
に

ぬ
く
も
り
の
あ
る
社
会

づ
く
り
に
向
け
成
長
と

分
配
の
好
循
環
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
」
等
と

熱
く
語
ら
れ
た
。

　
本
紙
は
地
域
新
聞
と

し
て
、
地
域
の
方
が
分

か
る
よ
う
に
、
顔
写
真

は
出
来
る
だ
け
顔
が
見

え
る
よ
う
に
、
撮
影
の

時
だ
け
マ
ス
ク
を
外
し

て
頂
い
て
撮
影
し
て
い

ま
す
。          

編
集
部

さ
れ
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
の
入
夏
綾
香
さ
ん

が
「
１
月
１
日
」
等

を
独
唱
。　

手
締
め
、
福
引
抽

選
会
で
終
了
し
た
。

　
写
真
上
、
左
か
ら

幡
野
茂
、
前
原
博
孝
、

飯
塚
孝
行
市
議
。　新藤義孝衆議院、右は、

奥ノ木信夫川口市長。

  



　
川
口
市
美
術
展
が

11
月
21
日
〜
28
日
ま

で
川
口
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
・
リ
リ
ア
で

開
催
さ
れ
た
。

　
新
郷
地
区
の
入
選

者
は
次
の
通
り
。

◆
日
本
画
▽
教
育
長

賞
＝
中
山
ミ
キ
（
東

本
郷
）、
▽
実
行
委
員

＝
吉
田
喜
代
美
（
江

戸
袋
）。

◆
洋
画
▽
依
嘱
＝
末

吉
美
恵
子
、
平
原
颯

人
、武
藤
効
（
赤
井
）。

▽
萩
野
ふ
じ
子
、
佐

藤
孟
志
、
山
下
ま
さ

子
（
榛
松
）、
▽
富
岡

健
治
、
濱
美
知
子
、

東
山
あ
け
み
（
東
本

郷
）。
◆
工
芸
▽
安
藤
年
三

（
赤
井
）。

◆
書
▽
依
嘱
＝
桑
原

美
菁
（
東
本
郷
）、
▽

渡
辺
繙
葉
（
本
蓮
）、

▽
招
待
＝
吉
安
玲
華

（
江
戸
）。

◆
写
真
▽
石
田
タ
イ

子
・
佐
々
木
量
、
野

田
光
子
、
野
田
康
世

（
東
本
郷
）、
▽
粂
原

一
夫
（
榛
松
）、
▽
山

田
文
雄
（
赤
井
）、
▽

招
待
＝
進
藤
恵
美
子

（
江
戸
袋
）、
平
賀
博

光（
新
堀
）。（
敬
称
略
）

　
鑑
賞
に
訪
れ
た
永

瀬
秀
樹
県
議
は
「
今

年
も
素
晴
ら
し
い
作

品
の
数
々
で
す
。
知

り
合
い
の
作
品
等
、

拝
見
さ
せ
て
頂
き
感

動
し
ま
し
た
」
と
、

コ
メ
ン
ト
。

　
写
真
左
か
ら
新
藤

義
孝
衆
議
院
議
員
菊

地
博
秘
書
、
永
瀬
秀

樹
県
議
、新
郷
の
「
文

化
を
考
え
る
会
」
会

長
の
照
山
悦
子
さ
ん
、

居
酒
屋
「
も
み
じ
」

の
七
瀬
怜
子
さ
ん

東
本
郷
の
墨
花
舎
書
道
教
室
の
石
川
み
ど
り
先

生
は
、
新
郷
小
（
校
長
＝
三
浦
大
助
さ
ん
）
に
、

平
成
23
年
よ
り
書
き
初
め
指
導
を
さ
れ
て
い
る
。

「
毎
年
子
ど
も
達
に
囲
ま
れ
て
、
新
鮮
な
時
間

を
頂
い
て
い
ま
す
」
と
。
写
真
は
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
の
場
所
で
、
１
字
１
字
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し

な
が
ら
、
自
ら
筆
を
執
る
石
川
さ
ん
と
児
童
達
。

11
月
25
日
、
新
郷
東
小
学
校
（
校
長
＝
石
川
庸
子
さ

ん
）
の
３
年
生
が
、
長
年
に
わ
た
り
「
旬
を
味
わ
う
学

校
フ
ァ
ー
ム
農
園
」
を
指
導
さ
れ
て
い
る
宍
戸
功
さ
ん

（
85
）
か
ら
、
大
根
堀
を
学
ん
だ
。

写
真
左
か
ら
、栗
田
愛
子
先
生
、宍
戸
さ
ん
、石
川
校
長
。



１
９
５
３
年
川
口

市
生
ま
れ
。
世
界
の
最

前
線
で
タ
ク
ト
を
振
る

日
本
を
代
表
す
る
指

揮
者
の
浮
ケ
谷
孝
夫

さ
ん
。
音
楽
を
通
し

て
、
多
く
の
人
達
と
手

を
携
え
、
今
ま
で
の
固

定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な

い
新
し
い
時
代
の
「
楽

し
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

を
目
指
し
て
演
奏
活
動

を
進
め
て
い
く
「
東
京

21
世
紀
管
弦
楽
団
に
、

２
０
１
９
年
音
楽
監
督

に
就
任
さ
れ
た
。

12
月
17
日
、
21
世
紀

管
弦
楽
団
に
よ
る
「
第

九
」
演
奏
会
が
東
京
オ

ペ
ラ
シ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。浮

ケ
谷
孝
夫
さ
ん

指
揮
、
曲
目
は
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
レ
オ

ノ
ー
レ
序
曲
第
３
番
」・

交
響
曲
第
９
番
ニ
短
調

「
合
唱
」。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
メ

ン
バ
ー
70
人
、
そ
し
て

「
第
九
」
合
唱
団
70
人

の
大
コ
ン
サ
ー
ト
に
観

衆
は
酔
い
し
れ
た
。

川
口
市
か
ら
、
立

石
泰
広
県
議
、
永
瀬
秀

樹
県
議
、
新
藤
義
孝
衆

議
院
議
員
秘
書
菊
地
博

さ
ん
、「
新
郷
の
文
化

を
考
え
る
会
」
会
長
の

照
山
悦
子
さ
ん
ら
大
勢

が
鑑
賞
し
た
。

　赤井町会（町会長＝関根和雄さん）は、12月 12 日、コロナ禍の為、餅つき大
会を中止して、市販の 1.8㎏のシングルパック入り切り餅を全世帯に配布した。
　写真右から、激励に訪れた萩原一寿県議、幡野茂・飯塚孝行市議、関根町会長
と顧問役員の皆さん。

12
月
12
日
、
ス
タ
ジ
オ
カ
ル
ー
ソ
（
オ
ー
ナ
ー
＝

廣
町
彰
久
さ
ん
）
に
お
い
て
、 TIAD

（
代
表
＝
金

刺
美
穂
さ
ん
）
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
た
。
ソ
プ
ラ
ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
・
ピ
ア
ノ
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・TIAD

大
人
の
乙

女
の
コ
ー
ラ
ス
隊
の
出
演
に
、
聴
衆
は
素
晴
ら
し
い

ス
テ
ー
ジ
に
聞
き
入
っ
た
。

　前列左から片桐明果、山元香那子、山口真歩、金刺美穂、
河原久美子、人見剛。後列から大杉千賀子、長田江美子、
杉本かよ、鵜野洲みどり、岡村恵子。（敬称略）



に
、
12
月
に
孫
が
誕
生

さ
れ
た
。

　
正
月
明
け　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
「
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
」
の
急
拡
大
が
現
実

的
に
な
り
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
内
元
日
の
感
染

者
数
は
14
人
で
し
た
が
、

１
週
間
後
の
８
日
に
は
、

３
３
２
人
と
な
り
23
・
７

倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
東
京
で
は
元
日
79
人
の

感
染
者
数
で
し
た
が
、
８

日
に
は
１
２
２
４
人
に
な

り
、
15
倍
強
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

W
HO

（
世
界
保
健
機

関
）
は
、
６
日
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数

が
１
週
間
で
９
５
２
万
人

に
上
っ
た
と
発
表
し
ま
し

た
。
欧
米
な
ど
を
中
心
に

感
染
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
変

異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」

の
流
行
が
拡
大
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
国
内
で
も
、「
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
」
が
取

ら
れ
る
県
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
殲

（291）

滅
は
不
可
能
な
こ
と
で

す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
経

済
も
生
活
も
共
存
で
出
来

る
方
法
を
検
討
す
る
の
が

良
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
飲
み
薬
「
モ

ル
ヌ
ピ
ラ
ビ
ル
」
が
承
認

さ
れ
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
勧
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
私
の
今
年
の
願
い
は
、

国
内
産
ワ
ク
チ
ン
と
飲
み

薬
共
に
認
可
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
保
険
薬
剤
師

  　
　
　
中
山　
久
仁
夫

近
年
、
誤
嚥
性
肺
炎

に
よ
る
死
亡
が
多
く
な

り
、
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
化
に
伴
い
、

脳
や
筋
肉
の
飲
み
込
む

力
が
落
ち
て
、
肺
と
食

道
を
分
け
る
弁
が
上
手

く
働
か
な
く
な
っ
て
き

ま
す
。特に

肺
の
入
口
の

弁
が
ピ
タ
ッ
と
閉
ま
っ

て
い
な
い
と
、
自
分
で

は
気
付
か
な
い
う
ち
に

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
、
お

口
の
中
の
唾
液
と
一
緒

に
口
腔
内
細
菌
が
入
っ

て
い
き
、
免
疫
の
弱
っ

て
い
る
人
は
、
す
ぐ
に

肺
炎
を
起
こ
し
ま
す
。

対
策
と
し
て
、
他
の

筋
肉
と
同
じ
よ
う
に
、

舌
や
飲
み
込
む
為
の
筋

肉
を
鍛
え
る
こ
と
も
、

一
つ
の
方
法
で
す
。

歯
科
の
分
野
で
は
、

肺
炎
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
、
肺
に
流
入
す
る

バ
イ
菌
の
量
を
少
な
く

す
る
事
を
目
的
に
、
口

腔
ケ
ア
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

歯
ブ
ラ
シ
に
よ
る
方

法
だ
け
で
は
、
ポ
ケ
ッ

ト
と
呼
ば
れ
る
歯
と
歯

茎
の
間
の
奥
深
い
所
に

毛
先
は
届
か
な
い
の
で
、

特
別
な
器
具
を
使
っ
て
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
細

菌
を
か
き
出
し
て
キ
レ

イ
に
し
、
口
腔
内
の
細

菌
の
量
を
減
ら
し
ま
す
。

口
腔
内
の
細
菌
を
減
ら

す
上
で
も
う
一
つ
注
意

が
必
要
な
の
は
、
古
い

入
れ
歯
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

入
れ
歯
は
、
一
見
穴
が

空
い
て
い
な
い
よ
う
で

す
が
、
細
菌
の
大
き
さ

か
ら
見
れ
ば
、
と
て
も

良
い
住
み
家
に
な
っ
て

い
ま
す
。

古
い
入
れ
歯
は
洗
っ

た
り
消
毒
し
た
り
し
て
、

汚
さ
な
い
よ
う
に
使
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
細
い

穴
の
奥
に
入
り
込
ん
だ

細
菌
ま
で
は
、
取
り
除

け
ま
せ
ん
。
ま
る
で
口

腔
内
に
細
菌
を
飼
っ
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

対
策
と
し
て
は
、
殺

菌
で
き
る
薬
剤
に
夜
間

漬
け
て
お
く
と
か
、
新

し
い
物
に
作
り
替
え
て

い
く
と
か
、
保
険
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
少
な
い
金

属
製
入
れ
歯
を
作
る
な

ど
す
る
の
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）

　
　
院
長　
岩
下
一
三

　
令
和
３
年
度
の
川
口

市
産
業
技
術
・
技
能
者

顕
彰
制
度
受
賞
者
に
、

赤
井
の(

株)

原
島
工
務

店
（
会
長
＝
原
島
潔
さ

ん
）
の
永
井
忠
司
社
長

（
50
）
が
「
川
口
技
あ
り

賞
」
に
輝
い
た
。

　
顕
彰
制
度
は
平
成
７

年
度
か
ら
実
施
し
建
築

大
工
で
は
、
原
島
会
長

以
来
２
人
目
と
な
っ
た
。

　
大
工
と
な
り
37
年
間

で
約
７
０
０
件
の
建
築

を
手
掛
け
て
き
た
。
釘

や
補
強
金
物
を
使
わ
ず
、

木
材
を
組
み
合
わ
せ
る

だ
け
で
骨
組
み
を
作
る

「
木
組
み
」
と
呼
ば
れ
る

工
法
に
精
通
し
、
幻
の

「
四
方
鎌
継
ぎ
」
と
呼
ば

れ
る
難
易
度
の
高
い
継

ぎ
手
を
製
作
で
き
る
技

能
も
有
し
て
い
る
。

　
上
下
左
右
で
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
、
伸
び
や

か
で
美
し
い
軒
反
り
を

携
え
た
屋
根
は
、
社
寺

建
築
に
お
い
て
最
も
重

要
視
さ
れ
る
部
分
で
あ

る
が
、
そ
の
反
り
の
出

し
方
が
非
常
に
優
れ
て

お
り
、
顧
客
か
ら
も
高

い
評
価
を
得
て
い
る
と

い
う
。　

　
ま
た
、
国
家
資
格
で

あ
る
建
築
大
工
技
能
士

に
於
い
て
、
１
級
・
２

級
共
に
満
点
合
格
、
金

賞
受
賞
と
い
う
輝
か
し

い
経
歴
を
持
ち
、
日
本

古
来
の
伝
統
技
術
が
途

絶
え
る
こ
と
の
な
い
よ

う
技
術
の
継
承
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

　
受
賞
の
感
想
は
「
貰

え
る
と
思
い
ま
せ
ん
で

び
っ
く
り
で
す
。
賞
に

恥
じ
な
い
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
。

　
座
右
の
銘
は
「
前
進

の
み
」。「
タ
バ
コ
・
酒

は
し
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ

は
し
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ

は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組

が
好
き
で
す
。
趣
味
は

メ
ダ
カ
育
て
、
い
ま
は

３
０
０
匹
位
い
ま
す
。」

　
家
族
は
、
妻
恵
子
さ

ん
。
結
婚
し
た
娘
さ
ん

　
寒
中
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
・
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
影
響
の
中
、
個

人
様
、
各
団
体
様
、

各
企
業
様
よ
り
名
刺

広
告
に
、
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
聞
製
作
費
用
に

使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
各
新
聞
販
売
店
様

今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

E-mail a_asku@askuraidoboku.co.jp

〒334-0056

　
「
今
月
の
新
郷
句
楽

部
」
の
コ
ー
ナ
は
お

休
み
し
ま
す
。

　
１
月
９
日
Ｔ
Ｂ
Ｇ

大
会
の
結
果
は
次
号

で
掲
載
し
ま
す
。

　
来
月
号
は
２
月
16

日
（
水
）
発
行
で
す
。


